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故
受
本
７
賃

教
授
●
武
内

清

教
育
再
生
実
行
会
議
の
第
十
二
次
提
言

（２
０
２
１
年

６
月
）
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
に
お
け
る
新
た
な
学

び
」
「遠
隔

・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
推
進
」
と
い
う
キ
ー

ヮ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
が
見
え
な
い
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
て
新
し
い

学
び
の
形
態
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

一
斉
教
育
、
チ
ョ
ー
ク
と
黒
板
、
紙
の
教
科
書
、
学
校

行
事
、
部
活
動
が
当
た
り
前
の
学
校
教
育
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
、
遠
隔
教
育
、
個
別
最
適
化
な
ど
を
取
り
入
れ

た
教
育
方
法

へ
の
転
換
が
試
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
児
童
生
徒
１
人
ｌ
台
の
情
報
端
末
を
配
布
す

れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
が
進
む
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に

は
、
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
、
教
員
の
研
修
と
意

識
の
変
革
、
家
庭
の
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
是
正
、
教
育
の
実

践
の
積
み
重
ね
と
デ
ー
タ
で
の
検
証
が
必
須
で
あ
る
。

学
校
の
当
た
り
前
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。
学
校
に

通
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
子
供
に
必
要
な
こ
と
な
の
か
。

遠
隔
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
無
駄
な
学
校
行
事
は
な

い
の
か
、
部
活
動
を
外
部
化
で
き
な
い
か
な
ど
、
こ
の
機

に
学
校
生
活
の
当
た
り
前
を
見
直
し
、
過
密
を
避
け
、
多

忙
化
し
て
い
る
教
員
の
負
担
も
減
ら
し
た
い
。

将
来
の
社
会
生
活
を
考
え
る
と
、
小
中
学
生
に
は
リ
ア

ル
な
対
面
指
導
や
学
校
生
活
の
重
要
性
は
な
く
な
ら
な
い
。

高
校
生
や
大
学
生
に
な
る
と
社
会
性
も
育

っ
て
い
る
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
た
遠
隔
教
育
も
有
効
で
あ
る
ｃ

遠
隔
教
育
を
経
験
し
た
大
学
生
の
声
を
幾

つ
か
紹
介
す

る
。
「
（対
面
教
育
）
な
ら
で
は
の
緊
張
感
、
表
情
が
見
え

る
教
育
、
人
に
会
う
苦
痛
や
ス
ト
レ
ス
の
耐
性
を
付
け
る
。

（遠
隔
教
育
で
）
通
学
時
間
が
省
け
る
、
人
に
会
う
と
い

う
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き

る
、
私
語
や
ス
マ
ホ
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
集
中
し
て
学
ベ

る
、
自
分
の
意
見
を
主
張
し
や
す
い
。
対
面
と
遠
隔
の
両

方
を
組
み
込
む
の
が
最
適
」
（敬
愛
大
学
生
）
な
ど
ｃ

人
に
は
、
環
境
の
変
化
に
対
し
て
動

的
に
応
じ
て
い
く
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（適

応
能
力
）
が
あ
る
ｃ
そ
れ
は
、
環
境
の

変
化
に
対
し
て
自
ら
を
変
化
さ
せ
る
柔

軟
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
駆
使
し
て
、
難

局
を
乗
り
越
え
た
い
。
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